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来修改的译本、裨治文・克陛存（E. C. Bridgman・M. S. Culbertson）的译本的比较对照的方法，
考察数词和量词的使用情况，，初步探讨以《神天圣书》为代表的初期汉译圣经词汇的特征。
　　通过考察，本文可以指出以下内容。《圣经直解》和《四史攸编》基本上都是文言体，使用
“两” 次的句子很少出现，几乎都是使用 “二” 的句子。但是，关于《神天圣书》，从全体的印象



















１　数詞 “兩” と “二” の使い分け
　現代中国語では、とくに口語ではモノを数えるときには “兩” を使い、順序を言うとき
には “二” を使う、というように両者の使い分けがある。『聖経直解』『四史攸編』『神天
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 L5-2 見兩隻船在湖旁惟其打魚輩上岸洗厥網


























































































各々“Centum cados olei (An hundred pipes of oil)”すなわち「油百 cados（1 cadoは37リット
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 　  128レプタ＝64コドラント＝１デナリ（ドラクマ）
 　　　　　　　　　　　　　　 ４デナリ＝　１スタテル



























  （１ミナ 3））
 M27-6 且祭者首輩取此塊銀子曰不該當以之入庫因是血之價
  （silver coins銀貨）
 M27-5 且其以該數塊銀子擲下於堂中而往去自縊
  （silver coins銀貨）
 M27-9 …且伊等取三十塊銀其被值得之價以色耳以勒之子輩所值也
  （thirty pieces of silver銀貨30枚）
 Ma14-5 蓋可賣之得三百塊銀之上而以之賙濟其貧窮故讒及婦人
  （three hundred denarii 300デナリ）
 M26-15 向伊等曰爾給我何也而我付他與爾等故伊等相約給他三十塊銀
  （thirty pieces of silver）
 M27-3 時如大士賣付之者見耶穌擬死則自悔而取其三十塊銀帶回與祭者首並老輩
  （thirty pieces of silver）
 L15-8 又何婦有十塊銀子或失其一塊豈非點燈掃房勤尋致覓着乎
  （drachmas having ten／one drachma）
 L19-13 且聚厥十僕而以十塊銀付之謂之曰用此待我回（ten minas）
 L19-16 隨伊之第一來曰主爾之一塊銀已䵻十塊（mina／ten minas）
 L19-18 伊之第二來曰主爾之一塊銀已䵻五塊（mina／five minas）
 L19-24 隨吩咐立侍者曰拿去其之一塊銀付與其有十塊者（mina／ten minas）
　聖書の中の最高額のタラントには量詞 “個” が使われている。１タラントは6000デナ
リ、１デナリは当時の１日分の労賃に相当する。用例から見るに、「タラント」は10枚ま



















































 J19-29 夫在彼有皿滿以醋故伊將個吐呠咥滿之以醋縛之在一條唏 咘伸到厥口邊






































































































































































































となり、「海綿」だけに量詞が残った。「焼き魚」の “塊” は “炙魚一尾” となり、生死の
区別なく「さかな」に量詞が付く場合はすべて “尾” で表象されている。
（3）“條” は細長いものでは、『神天聖書』からモリソン改訳へ、「髪の毛」が “一條髮→
髮一毫（M5-36）”、「葦」が “一條葦→葦（M11-7）”、「ヒソプ（の枝）」が “一條唏 咘→
牛膝草（J19-29）” となっている。
（4）建物に関係するものでは、各々 “入一間屋→入家（M10-12）” と “建一間大上樓→一
層大樓（L22-12）”、“建一座塔→建樓（M21-33）” となった。
（5）その他、“杯” が “水” に使われ、『神天聖書』での用例と同じく “一杯冷水（M10-
42）”、“一杯水（Ma9-41）” であった。この他に量詞の用例としては、「麦のつぶ（J12-




“對” の用例は、改訳で “雙” に改められている。
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聯立、本然的な並立であるのに対して、「對」は、異質の二物の対等的な対立ないし同質
の二物の対等的な人為的配合である、と説明する。そして、例えば夫婦は、異質対等の二





























































文 明 21　No. 29
42）”、“一杯水→一杯水→一杯水（Ma9-41）” のように使われている。この他に量詞の用
例としては、「麦のつぶ」には “粒（J12-24）”、「からし種」には “顆（J12-24）” が使われ
ている。物事を数える “件” は、『神天聖書』の９例のうち「問を発する」もの３例につ
いては、“問～一句” となっている。









書章節 日本語の意味 神天聖書 モリソン改訳 BC訳
M9-27 盲人 兩個瞎人 二瞽 二瞽者
M15-36 パン 七個餅 七餅 七餅
M12-45 霊 七個神 七鬼 七鬼
M22-28 兄弟 其七個弟兄中 七人之中 七人中
M8-28 悪霊につかれた人 兩個懷鬼風者 二人犯邪鬼 患鬼之二人
M21-28 子 兩個子／第一個 二子／其長 二子／其長
M25-1 娘 十個貞女 童女十人 童女十人
M27-38 強盗 兩個賊 二賊 二盜
M26-40 時間 one hour 一個時辰 一時辰 片時
M26-60 偽証者 兩個偽証見 二妄證者 二妄證者






（7）“位” についてもさきの “個” と同じく、全て削除されて、文言的な表現に改められ
ている。
書章節 神天聖書 モリソン改訳 BC訳
M10-2 十二位使徒 十二門生 十二使徒
M26-47 十二位之一 十二門生之一人 十二門徒之一
M18-16 帶一兩位 帶一二人 一二人
127
初期中国語訳聖書における数詞と量詞の表現に関する一考察
書章節 神天聖書 モリソン改訳 BC訳
M18-20 有兩三位 有二三人 二三人
M20-24 其十位 其十門人 十徒
M23-15 一位門徒 一門徒 一人
（8）同じ句の中で量詞をくり返す表現も『神天聖書』では見られたが、いずれの用例も以
下のように、量詞 “個” が削られ、文言的な表現に改められている。
書章節 神天聖書 モリソン改訳 BC訳
M21-35 打一個殺一個以石擊一個 撻一殺一以石擊一  扑一殺一以石擊一
M22-5 一個去理耕田一個去理賣買 一理耕田一理買賣 一往於田一往於市
Ma10-37 坐一個在爾右一個在爾左 坐主左右 一坐爾右一坐爾左
Ma15-27 兩個盜賊一個在右手一個在左手 有二賊一左一右 二盜…一在其左一在其右
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